







その他のタイトル Activation of the University Education in
Cooperation with Alumni and the Local








学校の向窓生のネットワーク類型には，ネットワークの f閉鎖・ l~fJ放j の車!ll と，































































2013年度大学・短大の進学率は56. 2 %で， 4年生大学進学率は50. 8%にな








ている。 1980年に大学生は 1. 41寺間であったのが， 2000年には O.58時間にま
で減少した。 戦前に比較しでも，たとえば， 1938年の学校外学習時間は東京帝大
の場合が 3. 2時間，その他の帝大 2. 5時I1J]，高等mli範 2. 7 Il寺I1jJ，私立大が
2. 7時間であり，戦後には減少の一方をたどると述べている(竹内洋『大学と
いう病j中央公論新社， 2007年， 296-297頁)。



































































































































































以上の 1~-1において，第 1 類型は同窓生ネットワークが他者に開放的でありネ
ットワークの活用が社会的に影響を及ぼす形態である。ネットワークはその紐帯



















メンタリング (mentoring) とは，助言者であるメンター (mentor)が，そ






































































キャリアメンタ -~ïJ 、 教職員・実施経験






































































































































しメンター活動を行うまで，次の 1期から第 4JV3までに区分される。第 1Ji)jは，
メンター制導入のための準備期 (2010il三4月 1EIから 7月19EI)，第 2Wiは，メ
ンター制度化以前に上級生と下級生でメンタリングを行う自主的な活動期 (2010
年7月初日から2011年6月26fヨ)，第 3Jmは，メンター制度の公式的導入による










































j メンティ I I I I メンター i 





ティである。また，現役学生の内部を見ると， 4年生は 3年生の， 3年生は 2年






























































キーワード キャ 1) ア JI~)&，グローノ tル，グローカル，ワークライフノtランス
表-5 アカデミックメンター第14回大会・講演会




























講演者 Urano Edson C筑波大学人文相:会系准教授，教員メンター)
Martin Pohl (筑波大学人文社会系准教授，教員メンター)
iW杯とルーマニアJ(Simona Vasilache) 





























































































































































「ランク IJ， iランク誼Jより高く， 61.5%に達しているとする。さらに， I経
済的に農かになるJと期待する人の比率も， iランク 1Jの大学が72.0%で他の
大学類型と比べて最も高いとされている(秦正春， r大学生にとって，いま「大


































ャンパスライフと大学の教育力 -14大学・学生調査の分析j2009年， 12-35頁)0 
以上の大学類型別調査結果に照らし合わせてみると，本研究の対象である大学
































ここでは「どちらとも言えないJが46%で最も多く， rとてもそう思う j38%， 
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